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インターバンクの声 （2015年 9 月 25 日） 
 

イエレン FRB 議長の講演を控え、ドル円は東京時間の零時過ぎに付けた１１

９円台前半から徐々にポジション調整が進んでいたが、いつもより明確な議

長コメントが伝わってきたことで早朝の東京は１２０円２０－３０銭付近で

取引されている。ドル円だけでなく、ユーロや豪ドルもやや値を下げており、

市場は若干ドル買いに傾いている。イエレン議長の講演での発言に対しては、

先週の連邦公開市場委員会（FOMC）で、いつものように利上げの時期につい

て明確な見方を示さなかったこともあって、今回も期待はさほど大きくはな

かった。FOMC では利上げ時期をはっきりさせなかったと同時に発言内容がハ

ト派寄りになったことで、年内の利上げが消えたとの見方も増えていた。と

ころが、今朝、伝わってきた議長発言は、米経済が雇用拡大に向け力強い状

態であれば、FRB は年内に利上げを開始するという内容だ。習近平主席が訪米

中で気を遣ったわけではあるまいが、FOMC で述べたような最近の世界経済や

金融市場の動向が FRB の政策に大きな影響を及ぼす想定はしていないと明言

した。来週、さっそく米雇用統計の発表予定もあり、目先はややドルの上値

への移行を意識してもいいかも知れない。 
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